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加 久 見 城 館 遺 跡 群
試掘確認調査概要報告書
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査の方法○ 調査

中世の上佐 に下向し 戦 回期の地域権力として権勢をおった上佐一条氏は警名 対象地を縦断する試掘 トレンテ 3本 と 川 側の小 トレンチ 1

ヶ所を設定した TR l～ 3は 幅16～ 20n 長 さ68～ 84nを 測

る。調査の性FF上 遺 松や包令局の完4慨 削を日的とせず 調

査終了後は に妻やシー トを配して保護を図ったのち 埋 め戻し

た。なお 高 知大t‐による本年度の調査が 当 調査の結果を受

ける形で引き統いて実施された 測 里は 土 眉断面及び7E情平

面については 1!20を 基本とする実測図を作成 し ト レンチ位

置は平板を使用した。
0日 言
1 オⅢⅢ 加ム,【四IIないb師正2仙益71にど鞭tiである
2 剖■'F にに"水li弘市歩[14■J:″JrH

はオれ角穴“iar 会ヽ■イヒHイ理子の他j細はtF六"球李ロ

であるが そ の外成となった上京が加久見氏である そ の故地は本市加人見地区とみられ

てきたが 同 氏の発展過程や居蛸の位置等について 具 体的なことはほとんど分かってい

なかった

上佐 条 氏について2002年度より科学nlt究費による調査研究を行つてきた高知大学教育

学部日本史研究室では 加 久見氏の歴史的重要性に若日し 加 久兄地区に所在する山城跡

や香仏千五輸搭群 (図8)の 調査を実施した そ の結果 ln久見城跡では15世紀後半代頃

の成き請が確認され 香 仏キの五輸塔群は 14～ 16世紀代を中心とする四国でも有数のも

のであることが判BIlした (図1等)。また長宗我部地粧慎からは 当 jLに一定規模の崖牧が

あったことが読み取れた。これらの成果を受けて Llt清水Ⅲ教育委員会では 加 久見氏閑

連の屁敷PI確認につながる資||を得るための試掘研認調査を実施することとした
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O調 査の成果

1)出 上遇物

全ての トレンチで中‖! 近 Jlの道

物が出上しており,iI W!は少ない。

道物密度てよT鵡 が11も lく , TR2

は低い。純筑「やけ刊jについては, ト

レンチ問での‖辻は,将lrできない。

内容は■印けr〔i″卜の他,13世 紀後

半頃の瓦株fjt,15‖t紀代の‖市lXlt大

琵 す り鉢,細 チf焼、↑‖汁lll大斐j

奈良火鉢j貿 易的確||.近 ‖!陶位器

等が包含昭を中心に11にしている.

近まで作られた工‖:脱には和及型の

他にす柿栄lJとみられるもののある

ことが注Hさ れるⅢf 易々r竹れ猪卜には,

13世紀代に比定されるIM碗 や15世

紀代の 社 束 1々系 ドi協,■ 前,F白佐

皿j象 献市佐がある(IHた のtl戸焼

( F`椀 など),付 ‖l llt,備市f焼は15

1世紀代中″しヽで,他 に抑!銭 (,tu通有:

1078年初銃)も 11にした、

2)検 li遺柚

造構 世 物ともにh!も侑14の高いTR3を1,し、にl■べる.1司TRで は2市の中‖1山iが靴1語され,地 衣

ド約90cmの卜位Ⅲ「でII穴跡lTや満跡を確11した。||ク(は任30～40cぃ 深さ30～60放ぐmで (に1),出

上道物からみて,tイiHI代後■頃に属するとみられ,中 には '株やl・」確器が川!納されたもの は 6)や

石が入れられたものがあった。

なおぅ隣核するⅢl角大ヤlH体区

では, 11位mFで処17/J■に対進す

るとみられるィi夕」が故Ⅲlされ,

遺物から15世紀代に属するとみ

られる。 T R3や TRlの L171を

観察すると,縦 汗、などをそiつた

後に何度か推地をした形跡があ

りす高姉大学コH介えでは'跡 が

検出されている.

その他の トレンチで検出した

f■穴跡 も, T R3のそれと刊時

期とみられ,TRlで は L“F質

上器の集中が1交‖1された。

∪

図 1 遺 跡位置図

図 2 調 査状況 (西より)



○まとめ

注目される成果とし

ては,加 久見氏の活躍

が知られていた15世紀

代の遺物群に加え,13

世紀代まで迦る遺構

造物が多数検出された

ことである。これによ

り,鎌 倉時代後期から

当地に拠点的な施設が

存在したことが明らか

となつた。建物の柱穴

は比較的大きく, しっ

か りとしたものであ

る。次に,大 陸 朝 鮮

|

図 3 調 査全体□
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半島製品を含む多様な搬入品の存在が注目される。中でも鎌倉期の楠業型瓦器椀や,高 麗とみられる

象械青確は,本 県に限らず地方においては極めてRられた遺跡でのみ出上することが知られている。

このような遺物の存在は,そ れを入手できる権力や財力だけでなく,当 時の中央権力との特別な関係

を示峻すると考えられる。

これらの成果から導かれるのは,鎌 倉後期頃から当時の幡多荘以南村の管理に関わるような施設が

当地にあった可能性であり,そ の管理者が後のlJD久見氏に関連していることも考えられる。そして,
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図 4 TR-3



図 5 五 器脱出主状況図5 五 器脱出主状況              図 6 柱 穴内遺物出上状況

今卜1の前査では15 Wi紀代 までの率栄が性認 される 方 で,確 実に16世紀代 といえる道物が作詔されて

いないことも興味深い.ネ1論は本報告を待つべ きであるが,本 逸跡が16‖rntにntl続していない場イト,

L‖! 条 氏 とその1先略に密|ンに凋わつたJJR久/.氏の rlrJを示唆 している可能‖tがある.

以 にのように、今「1の測イトでは、四回四市端という地の利を活かして,け,千に雄飛した中‖Ⅲ安軟のイr

ねtとともに,晴 多地域の中‖1史を揃くためのWiたなltlを得ることができた。

図 7 出 と した土師質土器寺

柱穴内遺物出上状況

図 3 舌 仏寺の五輪塔群
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